
ZeeM 人事給与・導入事例

『当社は、「資格の学校ＴＡＣ」のブランドで、各種の資
格取得支援事業を展開しています。「プロフェッション
の養成」を基本理念として、社会人・大学生を対象とし
た公認会計士・税理士・簿記検定等の資格取得教育
事業、企業を対象とした実務教育を核とした人材育成
事業、教育・研修用教材を開発・販売している出版事
業などを展開しており、30年来、会計士の資格取得で
ナンバーワンを維持しています。

2009年9月には、「Ｗセミナー」のブランドで、主に司
法試験・司法書士・弁理士などの資格取得支援事業を
展開している株式会社早稲田経営出版をM&Aで経営
統合しました。これにより、会計・法律に強みを持つ総
合資格スクールへと成長する環境が整いました。』(猪
野氏)

●6500名の人事給与業務を担う人事部

『当社では、約1200名の従業員に加えて、約5300名に
のぼる講師を登録しており、人事部は合計約6500名の
従業員・講師の人事給与業務を担っています。

講師については、複数種類の契約形態があり、その
報酬体系は多様化かつ複雑化しているのが現状です。
たとえば、講師ごとに日給だったり時間給だったり、テ
ストの採点枚数で支払う分もあります。また、個人で契
約している人もいれば、会社として契約している場合も
あります。

そのために、講師の報酬支払いに関わる業務は、常
に負荷が高くなっています。担当講座を移ったり、報酬
条件が変わると、それ伴う情報変更が頻繁にあります
し、講師の稼働実績を把握するのも大変です。本試験
が8月だと、人事給与業務のピークが9月10月に来ま
す。会計資格の短答式試験なら、年末と夏に2回あっ
たりして、毎月の業務の変動量がとても大きくなってい
ます。人事給与業務では、それをすべてきちんと把握
して、支払いに反映する必要があります。

かつてＴＡＣは、人事給与業務をアウトソーシングで
行っていました。その結果、人事給与業務がブラック
ボックス化しており、人事給与業務に関するスキルや
ノウハウが空洞化していました。経営効率化を図る上
で、人事給与業務の改善・効率向上を推進する必要

※ 内容は2011年の取材によるものです。

社会人の資格取得支援
や教育を事業とし、右肩上
がりの成長を続けるととも
に、ＷセミナーのM&Aで急
拡大中の「ＴＡＣ」。

同社の人事部は人的資
源の統合という重要な側面
を担い、2010年の4月には
人事情報の一元化を完遂。
それを支えたのは、人事部
門の高度な専門スキル
だった。

講師については、複数種
類の契約形態があり、その
報酬体系は多様化かつ複
雑化していた。人事部は、
その講師を含む6500名の
人事給与業務を担っている。
かつてアウトソーシングの
影響で空洞化していた人事、
給与・報酬計算業務のスキ
ルを、内製化への転換を行
うことによって蓄積。継続的
な業務革新の礎を築いた。

ＴＡＣ株式会社の執行役
員 人事部 部長 猪野 樹氏
と、人事部 労務管理グ
ループ責任者 後藤 昌和氏
に、お話を伺った。

がありましたが、講師の複雑な報酬業務をはじめとす
る人事給与業務の全体像を把握できない、どこから
手を付ければいいのか分からない、という状況になっ
ていました。

一層の経営効率化を図るうえで、人事給与業務に
ついても業務革新が必要となる中、スキルの再蓄積
が不可欠となっていました。』(後藤氏)

この様な状況下で、ＴＡＣは、スキルの再蓄積を実
現すべく、人事給与業務をアウトソーシングから内製
へ切り替えることを決断した。また、内製化を実現す
る業務基盤として、高い業務適合性と安心できるサ
ポート力を備えるクレオの人事給与システム『ZeeM 
人事給与』を導入した。

●人事給与業務の内製化で、
スキル・ノウハウを蓄積

『アウトソーシングを利用していたころは、講師ごとに
業務と契約の内容が、状況に応じて頻繁に変わるの
に対して、人事給与業務が硬直化していることが課題
となっていました。たとえば、講師の報酬条件を追加
したくても、項目を柔軟に追加できず、また追加でき
たとしても時間とコストがかかっていました。講師の稼
動実績といったデータ入力と変更が締切日前に集中
し、業務負荷が増大するという状況もありました。
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場合によっては、変更処理が次月に持ち
越さざるを得ないケースも出てきました。
また、人件費の最適化などのために、稼
動実績などを抽出・分析しようとしても、ア
ウトソーサーからのデータ抽出は、納品ま
で時間がかかる上、抽出項目が限定され
ていて使いにくいといった課題もありまし
た。

そこで、人事給与業務を内製化し、スキ
ル・ノウハウを再蓄積することにしました。
それにより、業務の硬直化を解消し、人事
給与業務の効率向上を実現できる環境を
構築しました。部内には、給与計算と社会
保険の担当者2名を配置しました。

内製化に合わせて、クレオの人事給与
業務システムZeeM 人事給与を採用しま
した。ZeeM人事給与は、きめ細かな入力
支援機能など業務への適合性が高く、ま
た、クレオのサポート力も高く評価しました。
そのおかげで、スキルが蓄積していない
スタッフでも人事給与業務を回していけた
のだと思います。』（後藤氏）

●人事給与業務改革を実現できる、骨太
の人事部門へと変革

『アウトソーシングから変えた当初は、や
はりノウハウが全くないせいもあり、作業
量は増えていました。たとえば、アウトソー
シングのころは給与明細もすべて任せて
おり、向こうから送られてきた圧着式の明
細書を配るだけでした。それを内製化でど
うするか。封入するとか、三つ折りとか、試
行錯誤するところからスタートしました。

現在は、社内で対応できる体制が整い、
スキルやノウハウが蓄積できたことで、
徐々に業務改善の効果が出せるように
なってきました。

たとえば、講師報酬の条件は、柔軟に調
整可能になりました。ZeeM人事給与は、
柔軟なマスタ設定機能を備えており、それ
を活用することで、多種多様な報酬条件
を吸収できました。
講師の稼動実績などのデータ入力も、自
分たちで給与計算していることから、締切
日を臨機応変に運用できるようになり、変
更処理の次月への持ち越しは解消できる
ようになりました。

人件費の最適化などのために、稼動実績
といったデータを抽出・分析する場合も、
今までなら数日かかっていたものが、日に
何度も取り出せるようになりました。自分
たちの手でやるわけですから、抽出する
条件も柔軟に設定でき、より丁寧に分析

できるようになったと思います。
給与明細についても、今はZeeM人事給
与のWEB明細オプションを利用しており
、配布作業そのものがなくなっていま
す。』（後藤氏）

●2000名規模の人事統合を、
迅速かつ円滑に実現

ＴＡＣは、2009年9月に、株式会社早稲
田経営出版をM&Aにより経営統合した。
これに伴い、人事部では、ＴＡＣとは講師
報酬体系やマスタ設定・業務運用が全く
異なる約2000名の人事統合に取り組む
ことになった。

ＴＡＣが人事給与の業務基盤として利
用しているZeeM人事給与は、柔軟なマス
タ設定項目と複数のグループ会社などに
対応できるマスタ分割機能を備えており、
これを活用することで、異なる講師報酬
体系などを吸収できたという。

『人事給与業務の内製化は、このような
M&Aを想定していませんでしたが、スキ
ル・ノウハウが蓄積できていたこともあり、
社内で取り組むことになりました。2社の
人事給与業務を並行して行う期間もあり
ましたが、特に人事部の人員を増やすこ
となく、2010年4月に人事統合を迅速・円
滑に完遂できました。

人事給与業務を内製化していなかった
ら、スキル・ノウハウもありませんでしたし、
アウトソーシングによるコスト増になって
いたかも知れません。
このような大規模な人事統合を実現でき

たのは、ZeeM人事給与を導入したことが
非常に大きかったと思っています。シス
テムが優れているのはもちろんのこと、導
入時にはSEさんに、運用中にはサポート
センターに助けていただきました。人事
給与システムでは何が正解かよく分かっ
ていないような状況で、１日に5回も10回
も電話するような時期もありましたが、丁
寧に説明していただけました。』(後藤氏)

●労務管理グループを新設し、
労働環境の改善に取り組んでいく

『アウトソーシング以前も、人事給与シス
テムを導入していましたが、講師の報酬
体系の多様化・複雑化に対応するため、
多くのアドオンを導入していました。その
ために、法令改正や本体のバージョン
アップのたびに、アドオンがついてこられ
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なくなるなど、色々な障害が毎月のように
出ていました。

現在導入しているZeeM人事給与は、設定
できる項目数が非常に多く、ほぼすべてを
標準機能だけで対応できています。アドオ
ンは、講師の支払い調書を出力するために
1個作ってあるだけで、講師の支払い区分
も標準のマスタ設定で吸収できています。

講師の稼動実績は、約20箇所の拠点で
入力しているのですが、その担当者にとっ
ても使いやすくなったと聞いています。

ZeeM人事給与を導入し、人事給与業務を
内製化できたおかげで、業務改革にスピー
ド感がものすごく出ており、今後ますます、
改善効果が期待できると考えています。』
（後藤氏）

『人事部で、より高度な人事施策に取り組
む環境が整ったということもあり、2010年度
から、人事部の中に、労務管理グループを
新設し、労働環境改善への取り組みをス
タートさせました。これは、社員に、残業時
間を減らすなどワークライフバランスを考
慮した働き方を実践してもらいたいためで
す。早く帰れるようになれば、社員にとって
も、生活が豊かになる面もあるでしょう。労
働基準法の改定もあって、会社にとっては、
残業代を減らすことが、コスト圧縮になりま
す。社員にとっても、会社にとっても、メリッ
トになる方向性を打ち出したいと考えてい
ます。

将来は、給与情報と人事情報を統合的に
活用することで、人事戦略や経営戦略へ役
立たせることも期待していますし、人事情
報をデータベース化し、給与最適化／人材
の適材適所を実現できればと考えていま
す。』(猪野氏)
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